
平成２７年度         代表委員会経営案     主任（ 稲葉  ） 

構
成 

 

１年 西村 ２年  ３年   ４年  

５年 稲葉 ６年   担任外  

本 

年 

度 

の 

重 

点 

目 

標 

○ 学校の一員としての所属感や連帯感を深めるなどの指導のねらいを明確にするとともに、

児童、学校や地域の実態に応じた指導計画を作成し、教師の適切な指導のもとに、学校生活

の充実、向上を図り、健全な生活態度を育成する。 

○ 学校の一員としての自覚を高め、自主的、社会的な生活態度を身に付け、個性の伸長を図

る。 

○学級活動や委員会活動と密接な連携を図る。各委員会は、代表委員会を積極的に活用する。 
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○ 運営委員会は、事前に議題カードを作成し、話合い活動がスムーズに行えるように計画す

る。 

○ 自分の考えを論理的に話したり、友だちの意見と考え合わせながら聞いたりする力を育て

ていく場となるようにする。 

○ 代表委員会での話し合いの様子がわかるような「代表委員会だより」を作成させる。 

委員会・学級

から提案 

 学級で 

話し合う 

→ 学級の意見

を集約 

→ 代表委員

会で決定 

 代表委員会

だより・校

内放送報告 

組 
 

織 

 

 

運営委員会  （議長、副議長、黒板書記、ノート書記） 

 

 

運 

営 

方 

法 
・ 日時 年間５回 月曜日  

  予定実施日５月（月）運動会を盛り上げよう 

 ６月（月）海青いじめませんげんを考えよう  

９月（月）全校集会を開こう 

 １０月（月）よりよい学校にしていこう 

       ２月（月）6年生を送る会を開こう 

※学校行事との関連で実施週を変えることもある。 

・ 場所 多目的ホール 

・ 運営委員会活動の時に、議題の選定、案づくりを行う。 

・ 議題は、児童が主体的にかかわる学校行事・児童会行事の提案、委員会やクラスの要望の

あった議題から選ぶ。 

・ 代表委員会での決定事項は、職員会で承認された後、代表委員会で学級に知らせる。 

・ 教師は各学年から１名参加する。 

 

 

代表委員会 

下 ・ 中 ・ 上   

学年 職員代表 

提案者 学級代表２名３年生以上 各委員会代表 

職員会 職員会 


